
(57)【要約】
【課題】抽出液の清澄度を高める茶葉の抽出方法を提供する。
【解決手段】抽出の際に撹拌翼の替わりにシャワーの水勢によって茶葉の浸漬及び撹拌を
行うことにより抽出液の清澄度を高める工程を備えた。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 湯 水 流 出 口 を 備 え た 抽 出 器 内 に 、 こ の 湯 水 流 出 口 が 閉 じ ら れ た 状 態 で 、 湯 と 茶 葉 と を 投
入 す る 投 入 工 程 で あ っ て 、 所 定 量 の 湯 を 注 ぐ 前 に も し く は 後 に 、 又 は 湯 を 注 ぐ と 同 時 に 、
所 定 量 の 茶 葉 を 投 入 す る 投 入 工 程 と 、
　 こ の 湯 と 茶 葉 と が 投 入 さ れ た 抽 出 器 内 に 、 前 記 湯 水 流 出 口 か ら の 湯 の 流 出 が 停 止 さ れ た
状 態 で 、 更 に 湯 を 茶 葉 が 撹 拌 さ れ る よ う に シ ャ ワ ー で 加 え る こ と に よ り 、 こ の シ ャ ワ ー の
水 勢 で 前 記 茶 葉 を 撹 拌 及 び 浸 漬 さ せ る 浸 漬 工 程 と 、
　 こ の 浸 漬 工 程 で 閉 じ ら れ て い た 前 記 湯 水 流 出 口 を 開 き 、 前 記 茶 葉 か ら 抽 出 さ れ た 抽 出 液
を 前 記 茶 葉 の 堆 積 物 で 濾 過 し な が ら 採 液 を す る 採 液 工 程 と 、
　 を 含 む 茶 飲 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 浸 漬 工 程 で は 、 前 記 シ ャ ワ ー の 流 量 が ４ （ ｔ ／ ｈ ｒ ） か ら ２ ０ （ ｔ ／ ｈ ｒ ） で あ る
請 求 項 １ に 記 載 の 茶 飲 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 浸 漬 工 程 で は 、 前 記 茶 葉 の 総 抽 出 時 間 が １ ５ 分 か ら ３ ０ 分 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に
記 載 の 茶 飲 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 浸 漬 工 程 の 後 に 、 シ ャ ワ ー が 止 め ら れ た 状 態 で 一 定 時 間 前 記 流 出 口 を 閉 じ 、 前 記 茶
葉 か ら の 抽 出 液 を 一 定 時 間 保 持 さ せ る 保 持 工 程 を 更 に 含 む 請 求 項 １ か ら ３ い ず れ か に 記 載
の 茶 飲 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 採 液 工 程 で は 、 得 ら れ た 抽 出 液 の 濁 度 が ０ ． ０ ０ １ （ Ａ ｂ ｓ ） か ら ０ ． ０ ３ ０ （ Ａ
ｂ ｓ ） で あ る 請 求 項 １ か ら ４ い ず れ か に 記 載 の 茶 飲 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 採 液 工 程 は 、 前 記 抽 出 器 の 上 面 側 か ら 更 に 湯 を シ ャ ワ ー で 加 え な が ら 前 記 抽 出 器 の
底 面 側 か ら 前 記 抽 出 液 の 採 液 を 行 う シ ャ ワ ー リ ン グ 工 程 を そ の 一 部 も し く は 全 体 に 渡 っ て
行 う も の で あ る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か に 記 載 の 茶 飲 料 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 茶 飲 料 の 製 造 工 程 に お い て 、 下 部 に 湯 水 流 出 口 を 備 え た 抽 出 器 内 に 、 こ の 湯 水 流 出 口 が
閉 じ ら れ た 状 態 で 、 湯 と 茶 葉 と を 投 入 す る 投 入 工 程 で あ っ て 、 所 定 量 の 湯 を 注 ぐ 前 に も し
く は 後 に 、 又 は 湯 を 注 ぐ と 同 時 に 、 所 定 量 の 茶 葉 を 投 入 す る 投 入 工 程 と 、
　 こ の 湯 と 茶 葉 と が 投 入 さ れ た 抽 出 器 内 に 、 前 記 湯 水 流 出 口 か ら の 湯 の 流 出 が 停 止 さ れ た
状 態 で 、 更 に 湯 を 茶 葉 が 撹 拌 さ れ る よ う に シ ャ ワ ー で 加 え る こ と に よ り 、 こ の シ ャ ワ ー の
水 勢 で 前 記 茶 葉 を 撹 拌 及 び 浸 漬 さ せ る 浸 漬 工 程 と 、
　 こ の 浸 漬 工 程 で 閉 じ ら れ て い た 前 記 湯 水 流 出 口 を 開 き 、 前 記 茶 葉 か ら 抽 出 さ れ た 抽 出 液
を 前 記 茶 葉 の 堆 積 物 で 濾 過 し な が ら 採 液 を す る 採 液 工 程 と 、
　 を 備 え 、 前 記 シ ャ ワ ー の 水 勢 を 調 節 す る こ と よ っ て 前 記 抽 出 液 の 濁 度 を 調 整 す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 茶 飲 料 の 製 造 方 法 に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、 抽 出 用 の 湯 の 水 勢 に よ っ て 茶
葉 を 撹 拌 し 、 抽 出 液 の 濁 り を 低 減 さ せ る 茶 飲 料 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 茶 飲 料 に お い て 、 近 年 で は 透 明 密 閉 容 器 の 普 及 や 嗜 好 の 変 化 等 か ら 清 澄 度 の 高 い 茶 飲 料
が 注 目 さ れ つ つ あ る 。 茶 飲 料 の 製 造 方 法 は 、 従 来 で は ニ ー ダ ー と 呼 ば れ る 開 放 型 の 抽 出 器
内 に 、 加 熱 し た 抽 出 水 を 注 入 し て 茶 葉 を 投 入 し 、 抽 出 器 内 の 撹 拌 手 段 （ 例 え ば 、 撹 拌 翼 ）
に よ っ て 撹 拌 し 、 得 ら れ た 抽 出 液 に 金 属 濾 過 及 び 遠 心 分 離 を 行 な う 方 法 を 採 っ て き た 。 ま
た 、 清 澄 度 を 高 め る た め に 、 様 々 な フ ィ ル タ ー や 濾 過 方 法 等 が 検 討 さ れ て い る （ 特 許 文 献
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１ 、 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 茶 飲 料 の 製 造 方 法 は 、 緑 茶 を 温 水 抽 出 し た 抽 出 液 に ｐ Ｈ 調 整 剤 を 加
え 遠 心 分 離 を 行 っ た 後 、 ケ イ ソ ウ 土 か ら な る 濾 過 助 剤 に よ り 濾 過 を 行 う こ と を 特 徴 と す る
方 法 で あ る 。 こ れ に よ っ て 緑 茶 飲 料 本 来 の 濁 度 を 低 減 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 か つ 、 長
期 保 存 に も 耐 え 得 る 緑 茶 飲 料 を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 茶 飲 料
の 製 造 方 法 は 、 茶 葉 か ら 抽 出 し た 抽 出 液 に 均 質 化 処 理 を 施 し た 後 、 除 粒 子 処 理 を 行 な う こ
と を 特 徴 と す る 方 法 で あ る 。 均 質 化 は 、 数 種 類 の 孔 径 の 精 密 濾 過 膜 を 組 み 合 わ せ た も の に
抽 出 液 を 透 過 さ せ る 工 程 で あ り 、 均 質 化 を 行 な う こ と に よ っ て 風 味 を 損 な う こ と な く 清 澄
度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ７ － ９ ７ ９ ６ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ２ ６ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 １ 及 び ２ に 記 載 の 方 法 は 、 フ ィ ル タ ー や 精 密 濾 過 膜 等 の 濾 材 を 用 い て
い る た め 濾 材 の 定 期 交 換 を 行 な う 必 要 が あ り 、 作 業 効 率 が 低 下 し て し ま う こ と や 、 濾 材 が
有 害 微 生 物 の 温 床 と な る 可 能 性 が あ る 等 の 問 題 が あ っ た 。 特 に 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 方 法
は 、 数 種 類 の 孔 径 の 精 密 濾 過 膜 を 用 い て い る た め 、 目 詰 ま り し や す く 作 業 効 率 が 低 下 し て
し ま う と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 作 業 効 率 を 低 下 さ せ
る こ と な く 抽 出 液 の 清 澄 度 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 な 茶 飲 料 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と で
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 上 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 茶 葉 の 抽 出 の 際 に 撹 拌 翼 の 替 わ り に 水
勢 に よ り 茶 葉 の 浸 漬 及 び 撹 拌 を 行 な う 工 程 を 備 え る こ と に よ っ て 清 澄 度 の 高 い 飲 料 を 提 供
す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 具 体 的 に 以 下 の よ う な も の を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ １ ） 　 湯 水 流 出 口 を 備 え た 抽 出 器 内 に 、 こ の 湯 水 流 出 口 が 閉 じ ら れ た 状 態 で 、 湯 と 茶
葉 と を 投 入 す る 投 入 工 程 で あ っ て 、 所 定 量 の 湯 を 注 ぐ 前 に も し く は 後 に 、 又 は 湯 を 注 ぐ と
同 時 に 、 所 定 量 の 茶 葉 を 投 入 す る 投 入 工 程 と 、 こ の 湯 と 茶 葉 と が 投 入 さ れ た 抽 出 器 内 に 、
前 記 湯 水 流 出 口 か ら の 湯 の 流 出 が 停 止 さ れ た 状 態 で 、 更 に 湯 を 茶 葉 が 撹 拌 さ れ る よ う に シ
ャ ワ ー で 加 え る こ と に よ り 、 こ の シ ャ ワ ー の 水 勢 で 前 記 茶 葉 を 撹 拌 及 び 浸 漬 さ せ る 浸 漬 工
程 と 、 こ の 浸 漬 工 程 で 閉 じ ら れ て い た 前 記 湯 水 流 出 口 を 開 き 、 前 記 茶 葉 か ら 抽 出 さ れ た 抽
出 液 を 前 記 茶 葉 の 堆 積 物 で 濾 過 し な が ら 採 液 を す る 採 液 工 程 と 、 を 含 む 茶 飲 料 の 製 造 方 法
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ １ ） の 発 明 に よ れ ば 、 浸 漬 工 程 に お い て 、 茶 葉 を シ ャ ワ ー で 撹 拌 す る よ う に 加 え る こ
と に よ っ て 通 常 の 撹 拌 翼 を 使 用 し な く て も 茶 葉 を 浸 漬 さ せ 、 撹 拌 す る こ と が 可 能 と な る 。
撹 拌 翼 を 用 い て 茶 葉 を 撹 拌 し た 場 合 、 茶 葉 が 粉 砕 さ れ て し ま い 抽 出 液 の 濁 り が 生 じ て し ま
っ て い た が 、 水 勢 に よ っ て 浸 漬 及 び 撹 拌 を 行 な う た め 、 茶 葉 の 粉 砕 を 防 ぐ こ と が で き る 。
ま た 、 浸 漬 工 程 を 経 た 茶 葉 が 抽 出 器 底 面 に 堆 積 す る こ と に よ っ て 、 茶 葉 自 体 が 濾 材 と な り
、 抽 出 液 の 濾 過 を 行 な う こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ っ て フ ィ ル タ ー を 用 い る こ と な く 抽
出 液 を 濾 過 す る こ と が 可 能 と な り 、 清 澄 度 が 高 い 抽 出 液 が 得 ら れ る 。 ま た 、 フ ィ ル タ ー が
不 要 で あ る た め 、 コ ス ト の 削 減 に も 繋 が る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 （ ２ ） 　 前 記 浸 漬 工 程 で は 、 前 記 シ ャ ワ ー の 流 量 が ４ （ ｔ ／ ｈ ｒ ） か ら ２ ０ （ ｔ ／ ｈ ｒ
） で あ る （ １ ） に 記 載 の 茶 飲 料 の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ ３ ） 　 前 記 浸 漬 工 程 で は 、 前 記 茶 葉 の 総 抽 出 時 間 が １ ５ 分 か ら ３ ０ 分 で あ る （ １ ） 又
は （ ２ ） に 記 載 の 茶 飲 料 の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ ４ ） 　 前 記 浸 漬 工 程 の 後 に 、 シ ャ ワ ー が 止 め ら れ た 状 態 で 一 定 時 間 前 記 流 出 口 を 閉 じ
、 前 記 茶 葉 か ら の 抽 出 液 を 一 定 時 間 保 持 さ せ る 保 持 工 程 を 更 に 含 む （ １ ） か ら （ ３ ） い ず
れ か に 記 載 の 茶 飲 料 の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ５ ） 　 前 記 採 液 工 程 で は 、 得 ら れ た 抽 出 液 の 濁 度 が ０ ． ０ ０ １ （ Ａ ｂ ｓ ） か ら ０ ． ０
３ ０ （ Ａ ｂ ｓ ） で あ る （ １ ） か ら （ ４ ） い ず れ か に 記 載 の 茶 飲 料 の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ６ ） 　 前 記 採 液 工 程 は 、 前 記 抽 出 器 の 上 面 側 か ら 更 に 湯 を シ ャ ワ ー で 加 え な が ら 前 記
抽 出 器 の 底 面 側 か ら 前 記 抽 出 液 の 採 液 を 行 な う シ ャ ワ ー リ ン グ 工 程 を そ の 一 部 も し く は 全
体 に 渡 っ て 行 な う も の で あ る （ １ ） か ら （ ５ ） の い ず れ か に 記 載 の 茶 飲 料 の 製 造 方 法 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ６ ） の 発 明 に よ れ ば 、 採 液 工 程 に お い て 、 抽 出 器 の 上 面 側 か ら 更 に 湯 を シ ャ ワ ー で 加
え る こ と に よ っ て 浸 漬 工 程 で 撹 拌 さ れ 、 湯 の 中 に 浮 遊 し て い た 茶 葉 を 抽 出 器 の 底 面 に 堆 積
さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 シ ャ ワ ー で 上 か ら 茶 葉 を 押 さ え つ け る こ と に よ っ て 茶 葉 が よ り
早 く 濾 材 と し て 機 能 し 、 抽 出 効 率 を 高 め る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ７ ） 　 茶 飲 料 の 製 造 工 程 に お い て 、 下 部 に 湯 水 流 出 口 を 備 え た 抽 出 器 内 に 、 こ の 湯 水
流 出 口 が 閉 じ ら れ た 状 態 で 、 湯 と 茶 葉 と を 投 入 す る 投 入 工 程 で あ っ て 、 所 定 量 の 湯 を 注 ぐ
前 に も し く は 後 に 、 又 は 湯 を 注 ぐ と 同 時 に 、 所 定 量 の 茶 葉 を 投 入 す る 投 入 工 程 と 、 こ の 湯
と 茶 葉 と が 投 入 さ れ た 抽 出 器 内 に 、 前 記 湯 水 流 出 口 か ら の 湯 の 流 出 が 停 止 さ れ た 状 態 で 、
更 に 湯 を 茶 葉 が 撹 拌 さ れ る よ う に シ ャ ワ ー で 加 え る こ と に よ り 、 こ の シ ャ ワ ー の 水 勢 で 前
記 茶 葉 を 撹 拌 及 び 浸 漬 さ せ る 浸 漬 工 程 と 、 こ の 浸 漬 工 程 で 閉 じ ら れ て い た 前 記 湯 水 流 出 口
を 開 き 、 前 記 茶 葉 か ら 抽 出 さ れ た 抽 出 液 を 前 記 茶 葉 の 堆 積 物 で 濾 過 し な が ら 採 液 を す る 採
液 工 程 と 、 を 備 え 、 前 記 シ ャ ワ ー の 水 勢 を 調 節 す る こ と よ っ て 前 記 抽 出 液 の 濁 度 を 調 整 す
る 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 は 、 シ ャ ワ ー の 水 勢 に よ っ て 茶 葉 の 浸 漬 及 び 撹 拌 を 行 な う も
の で あ る 。 こ れ に よ っ て 抽 出 時 に 茶 葉 が 粉 砕 さ れ る こ と を 防 ぐ こ と が 可 能 と な り 、 得 ら れ
た 抽 出 液 の 清 澄 度 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 茶 葉 そ の も の を 濾 材 と し て 用 い る た め 、
フ ィ ル タ ー が 不 要 で あ り コ ス ト の 削 減 に も 繋 が る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 茶 飲 料 の 製 造 方 法 は 「 湯 水 流 出 口 を 備 え た 抽 出 器 内 に 、 こ の 湯 水 流 出 口 が 閉 じ
ら れ た 状 態 で 、 湯 と 茶 葉 と を 投 入 す る 投 入 工 程 で あ っ て 、 所 定 量 の 湯 を 注 ぐ 前 に も し く は
後 に 、 又 は 湯 を 注 ぐ と 同 時 に 、 所 定 量 の 茶 葉 を 投 入 す る 投 入 工 程 」 を 有 す る 。 茶 葉 と 湯 の
投 入 順 序 は 特 に 限 定 は さ れ な い 。 ま た 「 抽 出 器 」 と は 、 製 造 工 程 に お い て 、 茶 葉 中 の 成 分
を 湯 に 分 離 さ せ る こ と が 可 能 な 器 を い い 、 抽 出 液 を 流 出 さ せ る こ と が 可 能 な 流 出 口 を 備 え
て い れ ば そ の 容 量 や 形 状 は 特 に 限 定 さ れ な い 。 な お 、 「 所 定 量 の 湯 」 「 所 定 量 の 茶 葉 」 と
は 、 飲 料 と し て 適 切 な 濃 さ の 茶 を 製 造 す る こ と が 可 能 な 茶 葉 と 湯 の 割 合 を い う 。 な お 、 本
発 明 に お い て 、 湯 の 温 度 や 茶 葉 の 種 類 等 は 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 ま た 、 本 発 明 は 「 こ の 湯 と 茶 葉 と が 投 入 さ れ た 抽 出 器 内 に 、 前 記 湯 水 流 出 口 か ら の 湯 の
流 出 が 停 止 さ れ た 状 態 で 、 更 に 湯 を 茶 葉 が 撹 拌 さ れ る よ う に シ ャ ワ ー で 加 え る こ と に よ り
、 こ の シ ャ ワ ー の 水 勢 で 前 記 茶 葉 を 撹 拌 及 び 浸 漬 さ せ る 浸 漬 工 程 」 を 有 す る 。 「 シ ャ ワ ー
」 と は 、 噴 出 口 か ら 水 や 湯 を 雨 の よ う に 出 し て 浴 び せ る 装 置 を い う 。 こ の シ ャ ワ ー の 方 向
は 、 茶 葉 を 撹 拌 す る こ と が 可 能 と な る よ う な 方 向 で あ れ ば 特 に 限 定 は さ れ な い が 、 抽 出 器
の 上 面 側 か ら 底 面 へ 向 か う 方 向 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 流 量 は 、 ４ ～ ２ ０ （ ｔ ／ ｈ
ｒ ） で あ る こ と が 好 ま し く 、 ７ ～ １ ５ （ ｔ ／ ｈ ｒ ） で あ る こ と が 更 に 好 ま し い 。 シ ャ ワ ー
の 流 量 が ４ （ ｔ ／ ｈ ｒ ） 以 下 で あ る と 茶 葉 を 浸 漬 さ せ 、 更 に 撹 拌 さ せ る こ と が で き ず ま た
、 ２ ０ （ ｔ ／ ｈ ｒ ） 以 上 で あ る と 水 勢 に よ っ て 茶 葉 が 壊 れ て し ま う 可 能 性 が あ る 。 な お 、
こ の 工 程 に お け る 茶 葉 の 総 抽 出 時 間 、 即 ち 、 茶 葉 が 湯 に 浸 漬 し て い る 時 間 は １ ５ ～ ３ ０ 分
で あ る こ と が 好 ま し く 、 ２ ０ ～ ２ ５ 分 で あ る こ と が 更 に 好 ま し い 。 総 抽 出 時 間 が １ ５ 分 以
下 で あ る と 、 茶 葉 を 均 一 に 浸 漬 及 び 撹 拌 す る こ と が 困 難 と な り 、 ３ ０ 分 以 上 で あ る と 、 渋
味 を 有 す る タ ン ニ ン が 多 く 抽 出 さ れ て し ま う た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 「 こ の 浸 漬 工 程 で 閉 じ ら れ て い た 前 記 湯 水 流 出 口 を 開 き 、 前 記 茶 葉 か ら
抽 出 さ れ た 抽 出 液 を 前 記 茶 葉 の 堆 積 物 で 濾 過 し な が ら 採 液 を す る 採 液 工 程 」 を 有 す る 。 「
前 記 茶 葉 か ら 抽 出 さ れ た 抽 出 液 を 前 記 茶 葉 の 堆 積 物 で 濾 過 」 と は 、 浸 漬 工 程 を 経 た 茶 葉 が
抽 出 器 底 面 側 に 堆 積 す る こ と に よ っ て 濾 材 と な り 抽 出 液 中 の 茶 殻 や 茶 粒 子 等 を 取 り 除 く こ
と を い う 。 こ の 工 程 に お い て 、 茶 葉 を 抽 出 器 底 面 に 均 一 に 堆 積 さ せ る こ と が 可 能 と な る よ
う に 上 面 側 か ら シ ャ ワ ー を 更 に 行 っ て も よ い 。 こ の 時 の シ ャ ワ ー の 流 量 は ４ ～ ２ ０ （ ｔ ／
ｈ ｒ ） で あ る こ と が 好 ま し く ７ ～ １ ５ （ ｔ ／ ｈ ｒ ） で あ る こ と が 更 に 好 ま し い 。 な お 、 浸
漬 工 程 か ら 採 液 工 程 へ 移 行 す る 間 に 、 一 定 時 間 シ ャ ワ ー か ら 湯 を 加 え る の を 停 止 さ せ 、 茶
葉 を メ ッ シ ュ に 堆 積 さ せ た 状 態 を 予 め 作 っ て お い て も よ い 。 こ の と き の 放 置 時 間 は （ １ ～
６ ０ 秒 ） で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 採 液 工 程 を 経 た 抽 出 液 は 、 微 細 な 不 純 物 や 茶 粒 子 等 を 取 り 除 く た め に 遠 心 分 離 を 行 な う
こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 、 ペ ッ ト ボ ト ル や 缶 等 の 容 器 に 充 填 す る 場 合 に は 通 常 用 い ら れ て
い る 方 法 で ｐ Ｈ 調 整 を 行 な い 、 更 に 殺 菌 処 理 工 程 を 経 て 充 填 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ ら
に 関 す る 方 法 は 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 そ れ ぞ れ の 工 程 を 、 図 を 用 い て よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ま ず 投 入 工 程 で は 、 抽 出 器 １ ０ （ 本 実 施 形 態 で は 、 容 量 ２ ５ ０ ０ Ｌ
で あ る ） の 中 に 湯 ２ ０ （ ８ １ ０ Ｌ ） と 茶 葉 ３ ０ （ ８ ０ ｋ ｇ ） と を 投 入 す る 。 こ の と き 抽 出
器 １ ０ の 底 面 側 に は 、 抽 出 の 際 に 茶 葉 ３ ０ を 流 さ な い よ う に す る と 共 に 茶 葉 ３ ０ を 濾 材 と
し て 機 能 さ せ る こ と を 可 能 と す る た め に 金 属 網 １ １ を 設 け る 。 こ の 金 属 網 １ １ の 目 の 粗 さ
は 、 ４ ０ ～ １ ０ ０ メ ッ シ ュ で あ る こ と が 好 ま し く 、 ６ ０ ～ ８ ０ メ ッ シ ュ で あ る こ と が 更 に
好 ま し い 。 ま た 、 メ ッ シ ュ の 位 置 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 シ ャ ワ ー ノ ズ ル か ら １ ０ ０ ～ １
５ ０ ｃ ｍ に 設 置 さ れ る こ と が 好 ま し い （ な お 、 本 実 施 形 態 で は １ ２ ７ ｃ ｍ で あ る ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 浸 漬 工 程 で は 、 抽 出 器 １ ０ の 上 面 側 に 設 置 さ れ た シ ャ ワ ー １ ３ よ り 新 た に 湯 を 加 え
る こ と に よ り 、 図 ２ に 示 す よ う に 茶 葉 ３ ０ が 湯 ２ ０ に 浸 漬 し 、 撹 拌 さ れ る 。 こ の と き 抽 出
器 １ ０ の 底 面 側 に 設 置 さ れ た 流 出 口 １ ２ は 閉 じ て い る 。 こ の と き の シ ャ ワ ー １ ３ の 流 量 は
、 ８ ． ４ （ ｔ ／ ｈ ｒ ） で あ り 、 ３ ０ ０ Ｌ に な る ま で 加 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 最 後 に 採 液 工 程 で は 、 流 出 口 １ ２ を 開 き 、 茶 葉 ３ ０ か ら の 抽 出 液 ２ ２ を 採 液 す る 。 こ の
と き シ ャ ワ ー １ ３ よ り 新 た に 湯 を 、 流 量 ８ ． ４ （ ｔ ／ ｈ ｒ ） で １ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ Ｌ （ 本
実 施 形 態 で は １ ２ ０ ０ Ｌ ） 加 え る こ と に よ っ て 浸 漬 工 程 で 撹 拌 さ れ た 茶 葉 ３ ０ は メ ッ シ ュ
１ １ 上 に 均 一 か つ 迅 速 に 堆 積 さ れ る 。 抽 出 液 ２ ２ が こ の 堆 積 し た 茶 葉 ３ ０ の 間 を 通 過 す る
こ と に よ っ て 清 澄 度 の 高 い 抽 出 液 ２ ２ を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
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【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
＜ 試 験 飲 料 １ の 作 成 ＞
　 内 径 ２ ｍ × 高 さ １ ． ６ ５ ｍ の 抽 出 器 内 に ６ ０ ℃ の 温 水 １ ６ ５ ０ Ｌ と 、 緑 茶 葉 ８ ０ ｋ ｇ と
を 投 入 し た 。 こ こ へ 湯 を シ ャ ワ ー に よ り 更 に ４ ５ ０ Ｌ （ 流 量 ８ ． ４ （ ｔ ／ ｈ ｒ ） ） 加 え 、
茶 葉 を 浸 漬 及 び 撹 拌 さ せ た 。 そ の 後 抽 出 器 の 流 出 口 を 開 き 、 更 に シ ャ ワ ー に て 湯 を ３ ０ ０
Ｌ （ 流 量 ８ ． ４ （ ｔ ／ ｈ ｒ ） ） 加 え 抽 出 液 を 採 液 （ 採 液 流 量 １ ５ ． ５ （ ｔ ／ ｈ ｒ ） ） し 、
遠 心 分 離 （ 遠 心 分 離 機 ： Ｗ ｅ ｓ ｔ ｆ ａ ｌ ｉ ａ 社 製 、 Ｓ Ｃ － ３ ５ － ０ ６ － １ ７ ７ ） を 行 な っ
た 。 こ の と き の 抽 出 時 間 は 、 ２ ９ 分 、 抽 出 倍 率 は ３ ０ 倍 で あ っ た 。 抽 出 液 を 希 釈 後 、 こ れ
を 試 験 飲 料 １ と し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
＜ 試 験 飲 料 ２ の 作 成 ＞
　 試 験 飲 料 １ と 同 量 の 茶 葉 及 び 湯 量 で タ ン ク に ２ ４ ０ ０ Ｌ の 湯 を は り 、 茶 葉 ８ ０ ｋ ｇ を 投
入 し て 、 ６ ０ 秒 撹 拌 を 行 な っ た 後 、 ６ ０ 秒 停 止 （ １ ０ 秒 撹 拌 、 ５ ０ 秒 停 止 ） を 計 ２ サ イ ク
ル 繰 り 返 し 、 液 抜 き を 行 な っ た 。 な お 、 撹 拌 翼 の 回 転 数 は １ ２ ｒ ｐ ｍ で あ る 。 得 ら れ た 抽
出 液 を 希 釈 後 、 こ れ を 試 験 飲 料 ２ と し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
＜ 清 澄 度 測 定 ＞
　 試 験 飲 料 １ 及 び 試 験 飲 料 ２ を 波 長 ７ ２ ０ ｎ ｍ の 光 を 照 射 し て 吸 光 度 を 測 定 し た 。 遠 心 分
離 後 の 抽 出 液 を 茶 葉 処 方 量 相 当 （ 茶 葉 ８ ｇ ／ Ｌ ） に 希 釈 し 、 波 長 ７ ２ ０ ｎ ｍ の 光 の 吸 光 度
、 お よ び タ ン ニ ン 値 を 測 定 し た 。 な お 、 タ ン ニ ン 値 の 測 定 方 法 は 酒 石 酸 鉄 比 色 法 （ 公 定 法
） を 用 い て 行 な っ た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 よ り 、 本 発 明 は 抽 出 液 の 濁 り を 低 減 し 、 フ ィ ル タ ー 等 の 濾 材 を 使 用 す る こ と な く 清
澄 度 の 高 い 茶 飲 料 を 製 造 す る た め に 有 効 な 方 法 で あ る こ と が わ か っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 投 入 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 浸 漬 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 採 液 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ０ 　 抽 出 器
　 １ １ 　 金 属 網
　 １ ２ 　 流 出 口
　 １ ３ 　 シ ャ ワ ー
　 ２ ０ 　 湯
　 ２ ２ 　 抽 出 液
　 ３ ０ 　 茶 葉
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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